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＜連絡事項＞
・院内でインフルエンザ罹患者が増えており、棟内では発熱者が出ています。引き続き、手洗い、うがい、手指消毒等こまめに声掛け行っていきましょう。また、換気も同様に行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・犾守　佑太様～発熱者が出た為、406号室へ移動していただいています。
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・浅坂　政美様～発熱について馬渡Drへ報告し、継続指示に発熱時のカロナール(200)1T～2Tが追加となりました。体温や次の服用まであける時間について指示はないとの事です。1日3回または6Tまでとなります。

＜要注目患者様＞
・浅坂　政美様～本日7：30に本人より「体がじゃわじゃわする」と訴えあり検温し37.1℃。10：20には38.2℃、12：00には 38.8℃まで上昇しており、クーリング実施し、301号室にて個室対応しています。倦怠感や関節の違和感を訴えていますが、咳や鼻汁等の訴えはありません。主治医不在のため、馬渡Drへ報告。10:40インフルエンザ検査施行し陰性。18時にもう一度検査するよう指示あります。14：35体温37.7℃「薬が飲みたい」と訴えあり、体調を馬渡Drへ報告。体温は下がってきたが関節痛があるためカロナール服用について確認し、1T服用の指示あり服用しています。食事は、自室にてほとんど残食なく摂取する事出来ています。カロナール2T 10回分処方となっています。

・内田　都影様～深夜帯にて失禁あり、自ら寝具持って来られています。その後、内容まとまりなく話し掛けありますが、スタッフからの切り上げには応じる事出来ています。朝食時間前後には妄想に左右された内容を怒り口調で話されていましたが、SSTの時間には落ち着いて参加することできています。引き続き、精神症状に注意して観察し、必要時介入していきましょう。

・木村　美智子様～昨日準夜帯にてタオルを切っている事があり、スタッフ介入しています。「明日、閉じ込められる」「何もできなくなった」等の不安の訴えや、トイレットペーパーに関する固着が見られていました。
本日起床時も「タオル切る」とハサミの要求があり、切る必要ないこと伝えると、「大変な事になるんです」「〇〇さんに閉じ込められるんです」「トイレに閉じ込められる」「目標を忘れたから」「無視される」等訴え聞かれており、スタッフの説明にもなかなか応じる事できていません。昼食後には、ホールで過ごされており「落ち着いた」と話されています。引き続き、衝動行為等に注意していきましょう。

・成田　富士子様～本日は不機嫌さ見られず、穏やかに過ごされています。血糖測定やインスリン自己注射も問題なく行う事出来ています。昨日、アピドラ注ソロスターと就床前のランタス注ソロスターを間違って持ってくることがありましたので、自己注射時はしっかり確認を行っていきましょう。昼食後のアピドラ注ソロスター増量については自分からスタッフに確認をしています。

・戸賀沢　潔様～2、3週間程前から全身に紅斑が見られここ数日で紅斑の範囲が拡大しています。顔周りの発赤は昨日より軽減しています。入浴時にシャンプー等をきちんと流せていない事が考えられますので、声掛けや入浴の様子も確認していきましょう。
　　　　　　　　昨日本人から御家族へ「北村皮膚科を受診することになった」「保険証を持ってきてほしい」と依頼しており、病棟へ届いていますが、まだ他科受診は決定していません。本日、御家族へスタッフから状況を説明しています。

